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新型コロナ感染の勢いはまだまだ収まりませんが、オリンピックでの日本選手の活躍は私たちに元気を与え

てくれましたね。年度末である 3月は別れの季節でもありますが、今年度は 6名の方が定年退職されます。長

きにわたりご活躍された皆様には心からの敬意と感謝を申し上げます。また退職される皆さん、ご健康に留意

されお元気でご活躍されることを願っております。         （看護管理室）     

 

                                                                                                             

お世話になりました          J・S  

リハセンへ転勤したことが我が人生の大きな転

機となりました。着任当時「主任」と職名で呼ばれ

た時の戸惑いを今でも鮮明に覚えており、これによ

り役割意識を強くすり込まれ今日に至ったのだと

思っています。多くの人に支えられ育てられて定年

というゴールを迎えることができました。今は感謝

しかありません。ありがとうございました。                                           

定年退職を迎えご挨拶を申し上げます  Y・S 

私はセンター開設に伴い帰秋しました。県内の病

院で研修を経て開設準備に携わり現在に至ります。

たくさんの思い出があり一言では語ることができ

ません。機会があれば皆さんと語り合いたいです。

これからはゆったりと第二の人生を歩んで参りま

す。在職中は公私ともに格別のご懇情を賜り、職務

を全うできたことに心よりお礼申し上げます。 

定年を迎えて             T・N 

定年を迎え寂しい思いもありますが、定年後の新

しい自分と向き合って進んで行きたいと思います。

皆様には日々助けていただき、本当に感謝をしてお

りました。皆様の親切な気持ちを大切に精進して参

りたいと思います。 

      

定年退職にあたり感謝申し上げます   M・S 

H23年介護福祉士 1期生として入職しました。

初めての介護福祉士の導入で 3 名が採用され今後

に繋がるように頑張ってきたこと、肩に力が入り思

うように動くことができなかったことが思い出さ

れます。無事に定年を迎えることができたのは皆様

からのご指導があっての事、またサポートしてくれ

た後輩の皆様、本当にありがとうございました。 

退職にあたって             T・O 

今、人生の節目の年にあたりますが、振り返って

みると３分の２を看護師として働いてきました。夜

勤をしている看護師の平均寿命は６５才以下と聞

いています。「えっ？このまま働いていたら年金も

らえないかも・・６５才まで働いている場合じゃな

いわ！」ということで、これからは余生を存分に楽

しもうと思います。長い間お世話になりました。 

 

退職のごあいさつ            S・F 

H７年に入職し県内２か所の医療機関で２年間

研修し、開設準備に携わるという貴重な経験をさせ

て頂きました。至らない点も多かったとは思います

が、皆さまから暖かいご指導や、助けて頂くことで

今日まで勤め上げることができました。大変感謝し

ております。         

 

 


